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テーマ：日本語教師のキャリアとリテラシーを考える

大会スケジュール

《第一部 基調講演 13:05-14:05》
宮崎里司 （早稲田大学大学院日本語教育研究科教授）
「登録日本語教員に求められるリテラシー」

《第二部 ワークショップ 14:10-15:40》
岩瀬ありさ

 （日本語教師、国家資格キャリアコンサルタント、JCDA認定CDA(Career Development Adviser)）

「日本語教師のキャリア－これまでとこれから－」

《第三部 発表 15:50-17:20》
①吉田恭子 （宝塚医療大学留学生別科）
「コミュニケーション研究×日本語教育－外国人が外国人にできること－ 」

②吉井雄樹 （関西学院大学大学院）
「72歳の大学入学はどのように表象されるのか－初級日本語作文教材の
モデル文を事例に批判的に読む－」
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2023年度 ALJE第4回研究大会 発表概要

《基調講演》
宮崎里司 （早稲田大学大学院日本語教育研究科教授）

【題目】 「登録日本語教員に求められるリテラシー」

【概要】
日本語学校の教育内容を国が審査・認定する「日本語教育機関認定法」が、新
年度から施行される。そこでは、日本語教育に必要な知識及び技能を判定するた
めに行う試験が実施され、かつ、認定日本語教育機関において必要かつ実践的
な技術を習得するための研修である実践研修を修了した者に、国家資格である
「登録日本語教員」が与えられる。その試験では、従来にはない教育内容が必須
項目として加わるが、「日本語教師の資質と能力」、「目的・対象別日本語教育
法」や「日本語教育とICT」などが挙げられており、これからの日本語教師に求め
られる必須リテラシーともいえる。また、1年以上の日本語教育歴があり、文化庁に
届け出た日本語教師養成機関修了者や日本語教育能力検定試験合格者は、実
践研修が免除されるが、新たなリテラシーをどのように習得すべきかが課題とな
る。本発表では、こうしたリテラシーに向けたリスキリングの意義について考えたい。

《ワークショップ》
岩瀬ありさ 
（日本語教師、国家資格キャリアコンサルタント、JCDA認定CDA(Career Development Adviser)）

【題目】 「日本語教師のキャリアーこれまでとこれから－」

【概要】
日本語教師が国家資格化される新年度がまもなくスタートします。この機会に日
本語教師として歩んでこられた皆様の歩みをワークショップを通じて振り返ってみ
ませんか。"キャリア”の視点から他者と語ることを通して、新たなキャリア観やビ
リーフについてご一緒に考える機会になればと思います。多くの皆様のご参加をお
待ちしております。
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《発表》

①吉田恭子 （宝塚医療大学留学生別科）

【題目】 「コミュニケーション研究×日本語教育－外国人が外国人にできること－」

【概要】
「これだけ日本語が上達すれば、彼らが外国人のお役に立てるのでは」という発
端から、この企画が生まれた。
私は日本語教師になって10年目。元々画家・イラストレーター・グラフィックデザイ
ナーでもある。いつしか私の中にある日本語教育×芸術性＝コミュニケーション研
究に発展した。この企画にあたり、勤務先大学２校とその学生、板橋区と荒川区の
国際交流協会のご協力を経て実行することができた。
リアルに外国人が求めているものを彼らの手によって企画を挙げ、実行までを行
う。これらは日本語教育において４技能＋企画案実行、実際にプレゼンまでも行い、
活動的な授業は中級から上級者にとってうってつけの企画となった。

②吉井雄樹 （関西学院大学大学院）

【題目】 「72歳の大学入学はどのように表象されるのか－初級日本語作文教材
のモデル文を事例に批判的に読む－」

【概要】
日本語教育は何を伝え合い、何を形成することができるだろうか。本発表では、
日本語を学び合う中で無意識的に、ときには意図的に伝え合っている「〇〇歳/代
/世代らしさ」について批判的なまなざしを向け、「年齢」に不必要に縛られない自
己の形成を日本語教育の目標のひとつとする。そして、言語習得の道具としてで
はなく、日本語教科書と社会のつながりを批判的に読むことを行う。本発表では、
特に『みんなの日本語 初級 やさしい作文』のモデル文に登場する「72歳の山本
さんが大学に入学」したことの表象を事例に、その記述の選択基準とその背景に
ある価値観がどのようなものであるかを明らかにする。
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